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の三つに下位区分される（Fimbo 2004, 20; McAuslan 2013, 98-99）。2006年刊の





は，慣習占有権（customary right of occupancy）という用語の記載があり，「本
法第27条に従った慣習占有権証書（certificate）の発給により創設される占有

































































1890年11月20日に協定を取り結び，1891年 1 月 1 日よりドイツ帝国政府が植
民地支配に乗り出し，ドイツ東アフリカ会社は経済活動に専念することとな
った（Henderson 1965, 125, 132; Mascarenhas 1971, 106）⑶。
　ヨーロッパ人等の非原住民の入植が促進されるのは，1895年11月26日に発
布された1895年帝国条令（独 Kaiserliche Verordnung／英 Imperial Decree）以降







リース権から自由土地保有権に転換する方式がとられた（James and Fimbo 




植者は882人（Henderson 1965, 144, 155; Mascarenhas 1971, 106; Richter 1996, 75；





の 1 を巻き込む反植民地武力抵抗運動，マジマジ蜂起（Maji Maji rebellion）









条令で約 4倍の面積と定められる）を認める法令でもあった（Fimbo 1974, 234; 




















































していった（たとえば，吉田 1997, 34, 40-92）。このような原住民の慣習的な
土地権は集合的に，占有権（right of occupancy）として植民地政府の成文法に
おいて言及されるようになる。
　英政府は1920年タンガニーカ勅令（Tanganyika Order in Council）により総督








のもとで非原住民の入植を行わねばならなかった（Ingham 1965, 692; James 
and Fimbo 1973, 31）。
　さて，英植民地政府による最初の本格的な土地法令は，1923年土地条令




































相違していた（Hailey 1957, 729; James 1971, 116；吉田 1997, 24-25; Fimbo 2013a, 
11）。このような相違のため，先行研究に従い，以下では非原住民の占有権
を認可占有権（granted right of occupancy），原住民の占有権を看做占有権





第 2代総督に就任したキャメロン卿（Sir Donald Cameron）は北ナイジェリア
での行政経験をもとに，11州（province）に州長官（provincial commissioner）
を配置し，その下にある22県（district）に県長官（district commissioner）をお





























ずは原住民控訴裁判所（native courts of appeal）へ，ついで県行政官，州長官，
そして最終的には総督へと至る経路が想定されていた。すなわち，原住民裁
判所は司法制度の一部ではなく，原住民行政の制度の一部に位置づけられて

























Titles ［Conversion］ and Government Leases Act）を発布して，植民地期の自由土
地保有権を期間99年間の政府土地リース権（government lease）に転換して，
他の土地リース権並みの開発条件を課した。さらに，1969年政府土地リース
権（占有権への転換）法（Government Leaseholds ［Conversion to Right of Occu-
pancy］ Act）を発布し，政府土地リース権を，1970年 4 月 1 日以降に占有権


























（吉田 1997, 37）。まず1965年農村入植委員会法（Rural Settlement Commission 
Act）によって政府は村落入植計画全体を統括する村落入植委員会の委員長
（Commissioner for Village Settlements）を指名し，委員長は入植権（settlement 
right）と称される村落入植計画用地総体に対する占有権（＝認可占有権）を，
1965年土地保有（村落入植）法（Land Tenure ［Village Settlements］ Act）に基づ
いて大統領から譲与される。そして，委員長は各入植村の村落入植組合（Vil-
lage Settlement Cooperative Society）に入植権を割り当て，各村の入植組合は












カ人首長条令（撤廃）法（African Chiefs Ordinance ［Repeal］ Act）と1963年原住
民統治機構条令（撤廃）法（Native Authorities Ordinance ［Repeal］ Act）が発令
され，原住民統治機構が廃止され，それを担っていた首長たちの行政権限が




（James 1971, 65; James and Fimbo 1973, 68-69; Fimbo 2013a, 8）。村落開発委員会
（Village Development Committee），県レベルの天然資源委員会（Natural Re-
sources Committee），県行政官（District Executive Officer），県評議会（District 
Council）等々のさまざまな公的機関や公職者が時には権力を濫用して土地問
題を取り仕切ろうとし，異なる土地行政関係者によって同一地片が別個の被
譲与者に割り当てられる事態も少なくなかったという（James and Fimbo 1973, 
69）。この混乱は，1972年政府行政分権化（暫定規定）法（Decentralization of 

























2013, 51; 吉田 1997, 191-203）。強制的なウジャマー村建設にかかわる土地法
として，まず1973年 7 月に1973年農村土地（計画策定・利用）法（Rural Lands 
［Planning and Utilisation］ Act）が発布され，大統領が特定地域を指定し，地方
行政を所管する大臣が当該地域の農耕活動を規制することで，州行政当局が
強制的な再入植計画，すなわち「集村化作戦」（Operation Vijiji. スワヒリ語で


















































1992年土地保有規制（新設村）法（Regulation of Land Tenure ［Established Villag-
es］ Act）を制定しようとした（Fimbo 2004, 17）。これに不満を抱く二人の農















なかったと指摘されている（Shivji 1998; 吉田 1999, 16, 23-27; McAuslan 2013, 


































2012年初時点で約 1 万2000村のうち 1 万1000村以上がすでに測量され，その
うち約7000村が登記済みであった。2013年 6 月までにすべての村落地が測量































































自ではない個人」と定義された（Gondwe 2010, 24，注43；James and Fimbo 
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1973, 455-456）。























⑺　認可占有権は法定占有権（statutory rights of occupancy），非原住民占有権
（non-native right of occupancy）とも称され，看做占有権は慣習的占有権（cus-
tomary right of occupancy），原住民占有権（native right of occupancy）と称され



































（略号）　DSM ＝ Dar es Salaam，DUP（1996）＝ Dar es Salaam University Press (re-
newed in) 1996
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